










回覧

農地を農地以外のものに転用する場合は，農地法第４条又は第５条に基づ
き，農業委員会へ申請を行い，許可を得ることが必要です。農業委員会からの許可なく転

用を行うと，違反転用として，許可の取り消し・許可条件の変更・工事の中止・原状回復

命令等の対象となります。農地転用を行う前に，必ずご相談ください。

令和８年３月２日発行

指 宿 市 農 業 委 員 会

農地転用の申請について

農地法の規定による許可申請は，毎月２５日（２５日が休日の場合はその前後の開庁
日）に開催する総会で審議します。
申請に基づき，書類の審査や現地確認調査も行いますので，申請書提出は毎月月末締め

切りでお願いしています。月末までに提出された申請は，翌月２５日の総会で審議される
こととなります。（※月末が休日の場合は，直前の開庁日が締め切りです。）
申請書や必要書類については，指宿市ホームページに掲載されています。

３ 申請方法について

第４条・・・自分の農地を農地以外のものに転用する場合

第５条・・・他人が所有する農地を買って（あるいは借りて）農地以外のものに転用す
る場合（※場合によっては，許可できない農地もあります。）

農地法第４・５条について2

転用を行うためには，農地法による２つの申請があり，状況に応じて申請を行う必要

があります。

農地を農地以外のものにすることを「農地転用」といいます。

例えば，住宅（宅地），駐車場，資材置場，畜舎などに土地利用を変更することです。

転用とは1



農用地あっせん情報 令和８年１月２６日委員会承認

※農地を買う場合や借りる場合は，認定農業者，認定新規就農者等が優先されます。また，すでにあっせ

んが成立している場合はご了承ください。

※詳しくは，お近くの農業委員，農地利用最適化推進委員又は農業委員会事務局へお問い合わせくださ

い。
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内容登記 現況 登記 現況

池田字日影平 畑 畑 1,503 売渡 山川成川字谷後 田 田 311 売渡

山川福元字折口 畑 畑 809 売渡 山川成川字谷後 田 田 356 売渡

山川福元字中尾 畑 畑 526 売渡 山川岡児ケ水字戸ケ峯 畑 畑 5,616 売渡

山川小川字小野原 畑 畑 1,845 売渡 山川岡児ケ水字戸ケ峯 畑 畑 744 売渡

山川浜児ケ水字長迫 畑 畑 397 売渡 山川岡児ケ水字戸ケ峯 畑 畑 710 売渡

山川浜児ケ水字水洗 畑 畑 523 売渡 山川岡児ケ水字戸ケ峯 畑 畑 1,423 売渡

山川浜児ケ水字柳ケ谷 畑 畑 476 売渡 山川岡児ケ水字戸ケ峯 畑 畑 773 売渡

山川浜児ケ水字馬場 畑 畑 932 売渡 山川岡児ケ水字長崎 畑 畑 385 売渡

山川浜児ケ水字馬場平 畑 畑 568 売渡 山川岡児ケ水字長崎 畑 畑 500 売渡

【お問い合わせ先】 指宿市農業委員会事務局 TEL ２２－２１１１

内線番号 農地総務係５７２１ 振興係５７２３ 地域計画係５７２４

各種申請受付締切 ３月 31 日（火） 第 22 回農業委員会総会開催日４月 24 日（金）

ファミリー農園入園者募集中！

農業委員会では，市民の皆様に農作業を通じて農業への理解を深めていただくためにファミ

リー農園の仲介及びあっせんを行っています。

野菜や花を育ててみたい方，親子で農業体験したい方など，あなただけの農業ライフを始め

てみませんか。入園は申込順となりますので，お早めにご連絡ください。（お手続きには印鑑

が必要です。）

〇農園所在地 指宿市十二町字山王平３４６４番１

（国立病院前交差点を鹿児島市方面へ約 200ｍ 国道沿い左側）

〇入 園 料 年間 1,000 円（１区画）

〇区 画 数 12 区画のうち残り３区画（１区画約 30 ㎡）※令和８年２月 27日時点
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指宿港海岸
Yellow Coast Ibusuki Ⓟ太平次公園

開催内容
①点灯セレモニー＆Ｈｕｌａ ②みんなでつくる光のビーチ ③キッチンカーブース

街灯の点灯式やフラ披露 「LEDランタン」と「しゃぼん玉」を使い 各種キッチンカーも出店！

指宿初?!

街灯の点灯式やフラ披露 「LEDランタン」と「しゃぼん玉」を使い 各種キッチンカーも出店！

緑地帯の一部完成を祝おう！ みんなで幻想的な空間をつくろう！ 飲食もお楽しみください！

【スケジュール】 18：00～ オープニングフラ・参加者受付
18：30～ 市長あいさつ ・ 点灯式

Special MC

18：30～ 市長あいさつ ・ 点灯式
18：45～ 各種ステージ・キッチンカーの食事等お楽しみください。
19：30～ みんなでつくる光のビーチ（20：00 終了予定）

【参加案内】
みんなでつくる光のビーチの「LEDランタン」プログラムは有料（先着100組）となります。
裏面の申込書またはWebよりお申し込みください。※当日参加不可。雨天・荒天時は翌日に順延。

参加費 ： LEDランタン1セット 2,000円 ※先着100組、1セットを複数名でお申し込みいただけます。 and more参加費 ： LEDランタン1セット 2,000円 ※先着100組、1セットを複数名でお申し込みいただけます。

お申込み締め切り ： 令和8年3月10日（火）

それ以外のプログラムはご自由に参加いただけます。シャボン玉のセットは参加者に配布いたします。

【お申し込み・お問い合わせ】 指宿港海岸保全推進協議会 事務局（指宿市観光協会 内）

〒891-0405 指宿市湊二丁目5-33 TEL 0993-22-3252 ／ FAX 0993-22-3884
E-MAIL beach@ibusuki.or.jp

and more



「LEDランタン」プログラム　概要

　実施日 ： 令和8年3月14日（土）　19：30頃～　※18：00受付開始。30分前にはお越しください。

　場　所 ： 指宿港海岸（YELLOW COAST IBUSUKI）及び背後地の緑地帯

　内　容 ： 18：00～　 イベント開始・受付

18：30～ 市長あいさつ・点灯セレモニー

18：45～ 順次、LEDランタンキットをお渡しいたします。

ランタンへのガス充填、お願い事などを書いて準備をお願いいたします。

19：30～ みんなでつくる光のビーチにおいて、一斉にランタンを上げます。

LEDランタンプログラムへ参加されない方も、シャボン玉で明かりを

灯すご協力や情報発信をお願いいたします。

　料　金 ： LEDランタン　1セット　2,000円（当日収受いたします）※先着100名様限定

　　　　　 料金に含まれるもの。LEDランタン1セット、ヘリウムガス等。

　　　　　使用後は各自お持ち帰りいただけます。複数人で1セットでもご参加可能です。

　その他 ： 風速8メートルを超える強風や、雨天・荒天時は、翌日へ順延とさせていただきます。

　申込締切 ： 3月10日（火）　必着

【登録事項】

代表者氏名

住所 〒

参加人数 人

必要セット数 組

　※FAXでお申し込みの場合、回覧等の用紙については、コピーしたものをお使いください。

　※以下のQRコードより、Web申込も可能です。

ご登録ありがとうございました。当日はご協力方、どうぞ宜しくお願いいたします。

【送付先】

指宿港海岸保全推進協議会　事務局　公益社団法人 指宿市観光協会 内

〒891-0405　鹿児島県指宿市湊二丁目5-33（公益社団法人　指宿市観光協会 内）

TEL 0993-22-3252　　FAX 0993-22-3884

E-Mail beach@ibusuki.or.jp Web申込フォーム

指宿港海岸緑地帯照明点灯式　みんなでつくる光のビーチ

　指宿港海岸緑地帯の照明点灯を記念して行います、みんなでつくる光のビーチの「LEDランタン」プログ

ラムへご協力いただけます方は、以下へご記載いただき、事前のお申し込みをお願いいたします。

　たくさんのご参加をお待ちいたしております。

　　　　　なお、順延となった場合は、出店やフラ等のイベントは中止となります。

　申込方法 ： 以下に記載いただき、メールかFAX・E-Mailにてお申し込みください。

電話番号

E-mail

携帯電話

　　　　　その場合、お申し込みの皆さまには連絡先へご連絡させていただきます。

「LEDランタン」プログラム　参加申込書

連絡先



根っこを養えば樹はおのずから育つ
 

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　狩集雅人

 

　立春が過ぎ，花壇や鉢植えのビオラやツルコザクラの花数も増えてきています。寒さ

が厳しい日もありますが，子供たちは寒さに負けず元気に学校生活を送っています。 

　朝，正門のところで子供たちを迎えていますが，ほぼ全員が気持ちのいいあいさつを

してくれます。中にはきちんと立ち止まり，私の目を見て「おはようございます。」と

言ってから礼をする「語先後礼」を実践してくれる子供たちもいます。また，毎朝ほぼ

同じ時刻に登校して来る子供たちも多くいると感じられ，生活のリズムができていると

 実感するところです。

　さて，福岡市のある保育園の園長先生が次のような話をしていらっしゃいます。 

　「しつけを土台に出てくるものが個性です。しつけをされないままの個性というのは，

『我』が多く混ざっていますので，自分のしたいことが先です。自分がしていることが

今，相手の迷惑になっていることがわからず，自分のしたいことをすることが個性だと

錯覚する。しつけを受けて，そこから先に個性を出す人との差が，そこで出ると思うの

です。小さい時から先生や親御さんが，きっちりと子供と一緒にコミュニケーションを

とりながらしつけをしてくだされば，その人の品格とか，礼儀，意思力の土台になり，

さらに天から与えられている自分の個性を正しく出す立脚点，基盤になるのです。基盤

がなければ豊かなものにはならないですよね。『根っこを養えば樹はおのずから育つ』

です。根っこの部分がしつけなのです。」 

　個性の尊重と言って，小さい時から何でも自由

にさせておいては，個性を伸ばすことはできませ

ん。人間として身に付けておくべき基本的な土台

の部分があってこそ，豊かな個性の創造につなが

るのではないでしょうか。そのためには，「あいさ

つ」とか「後始末」とか「くつをそろえる」など

の「型」をしっかり，この時期に身に付けさせる

ことが大事だと思います。 

　本年度もあと１か月余りとなりました。寒さの中，凛として咲き出した梅の花のよう

に，子供たちの努力の花が一つまた一つと咲き出してきました。希望をもって進学や進

級ができるように一日一日充実した学校生活を送らせたいと思います。 



１年生活科「昔遊び体験」 
　校区の学校応援団の方９名と市生涯学習課の担当の方２名が来校し，標記の体験学習を実施しました。「竹ぽっくり」

「竹とんぼ」「竹馬」「紙飛行機」「なんこ」「福笑い」「だるま落とし」のブースを設けて，１年生の小グループが各ブ

ースを回って体験する形式で行いました。竹ぽっくり・竹とんぼ・なんこは，子ども用に手作りされた物を応援団の方

が持参してくださいました。どのブースでも興味を持った子どもたちが楽しそうに体験活動を満喫していました。１学

期の水泳学習シーズンにも「水鉄砲」などで昔遊び体験を行いました。応援団の方には大変お世話になりました。 

 

 

 

 

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 学校職員による「朝の読み聞かせ」 
　2月と3月に，学校職員による「朝の読み聞かせ」があります。今回は，１～３年担任・

特別支援学級担任・養護教諭・図書の先生が，各教室に入って読み聞かせを行いました。

子どもたちは，担任の先生とはちがう先生の読み聞かせに，興味津々な様子で聞き入って

いました。3月は４～６年担任が，別の学年に入って行います。次回の読み聞かせを楽しみ

にしていてほしいと思います。

土曜授業「なわとび大会」 
　１時間目「高学年」，２時間目「低学年」，３時間目「中学年」の順に実施しました。どの学年の時間も，多くの保護

者の方が参観してくださいました。我が子の頑張る姿はいかがだったでしょうか。大会では，規定時間長く続けて跳ぶ

「持久跳び」，跳べる技を規定時間跳び続ける「チャレンジ種目」，高難度の技に挑戦・披露する「すご技紹介」，最後

は学級ごとに長縄で八の字を描いて跳ぶ「長縄エイトマン」を実施しました。子どもたちは，自分個人の目標，そして

学級みんなの目標を達成するために頑張っていたと思います。 

　大会本番に向けて，授業合間の休み時間や昼休み時間には，練習に励む子どもたちをたくさん見かけました。当日も，

張り切る姿を見せてくれたことと思います。縄跳びは，寒い冬季にはもってこいの体力つくりの運動です。ぜひ，各ご

家庭でも，親子で取り組んでみるのもいいかと思います。

全校「グリーンタイム」の活動 

　毎月第３火曜日に，全校で緑化・清掃活動に取り組んでいます。自分

たちの学級園の手入れ(草取り・水やり)や，校庭の除草作業，正門から

体育館前へ続く通路の掃き掃除などを，学級の仲間といっしょにがんば

っています。どの学級でも，よく活動に取り組めていました。

　１日（日）第２回ＰＴＡ愛校作業 

　５日（木）ショート避難訓練(垂直避難) 

　８日（日）ＰＴＡ愛校作業予備日　 

　９日（月）心の教育推進委員会 

１６日（月）卒業式予行練習，予行反省 

１９日（木）卒業式会場づくり(４・５年) 

２０日（金）春分の日 

２４日（火）卒業式 

２５日（水）修了式・大掃除，離任式 

ＰＴＡ会計監査，新旧役員 

引継ぎ会 

２６日（木）小中連携部会（北中） 

２７日（金）ＰＴＡ送別会 

３月の行事予定



指宿市立柳田小学校 学校だより

くすのき
＝柳田魂：元気・覇気・根気＝

令和８年２月25日号

HP



！

皆さんのおかげで，一段と学校がきれいになりました！

居住地交流がありました！

クラブ活動見学がありました！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創 立 １ １ ６ 年  
指 宿 市 立 丹 波 小 学 校 

令和８年２月１ ６ 日発行 

児童数４８３名 
【学校教育目標】「大きな夢の実現のために，心豊かで，たくましい丹波の子を育てる」 

【校訓（丹波魂）】「よく考える すすんで実行する 最後までやりぬく」  

【めざす子どもの姿】 

「互いに知恵を出し合う子」「明るく思いやりのある子」「根気強く体をきたえる子」 

丹波だより２月号 
〔学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〕 

 

「３ベルを鳴らせ」って何ですか？ 

～人が元気に豊かに生活するために～ 
 

「３ベルを鳴らせ」という言葉を聞いたことがありますか。「３ベルを鳴らせ」とは，毒舌で，

笑顔と元気を与えるということで高齢者に人気者のタレント，聖徳大学客員教授（社会福祉学）で

もある毒蝮三太夫（どくまむしさんだゆう）さんが仕事柄，インタビューや人との関わりの中で高

齢者にとって，「食べる」，「しゃべる」，「調べる」の「３つの○○べる」ことが元気の秘訣である

ことを NHKの深夜ラジオ放送で伝えたことが始まりだそうです。具体的には，１つ目の「食べ

る」は，量は少なくても栄養を考えてきちんとした食事をとる。２つ目の「しゃべる」は，一人に

ならないように，人とたくさんおしゃべりをする。交流する。３つ目の「調べる」は，不思議だ

な。とか，分からないな。と思ったら，自分で本や地図で調べる。この３つのことが，人が元気に 

豊かに生活するために大切なことである。と伝えたそうです。 

さて，１月末，本校の５年生の各教室では，本年度，岐阜県から人事交流で転入された堀先生と

の縁で，岐阜県の正木小学校とのオンラインでの交流授業が行われました。内容は，それぞれの地

域の特性を調べ，伝え合うもので，私たちの指宿を見つめ直したり，違う地域の自然や産業，海の

ある県とない県とのちがいなど，オンラインで発表したりすることでお互いの地域の良さや違いを

理解し合う交流学習でした。この学習では，オンラインを有効に活用することで，相互のコミュニ

ケーションや資料の提示の仕方なども学ぶことが多かったようです。また，その週末には，指宿市

教育委員会の主催事業である指宿市と姉妹都市である千歳市との交流事業に参加した本校の６年生

の児童の体験発表を聞く機会もありました。ここでも，自分が見たり，体験したりした南国である

指宿と北国である千歳市の自然，家屋や道路の工夫や違い，食文化（お互いの美味しい食材），産

業などタブレットを駆使して，発表する内容でした。そこで，この２件の発表に共通することがあ

りました。１つ目は，効果的にタブレットやインターネットを活用していること。２つ目は，冒頭

に述べた「３つのべる」が共通していることでした。子供たちの生活に置き換えると，その「３つ

のべる」の１つ目「食べる」ことでは，地域の食材を生かして，規則正しい食生活を通してたくま

しい体をつくる。２つ目「しゃべる」は，自分の考えや意見を相手に分かるように伝える。相手の

考えを聞いて自分の考えと交流する。信頼関係を築き上げ友情を深める。 

親子で会話をする。３つ目「調べる」は，知的好奇心であり，不思議だな， 

分からないなと思ったら，自分で本や地図，インターネット等を使って調 

べる。この「３つのべる」は大人も子供も大切にしたいことである思いました。 

インターネットや SNSが日常の生活の中で今や当たり前となった今の情報化社会。便利なツー

ルですが，今の子供の時期，本当の意味で正しい使い方は何かを，真剣に親と子で本気で考える時

期がきているように思います。ぜひ，メディアとの付き合い方についてご検討お願いいたします。

「３ベルを鳴らせ」人（大人も子供も）が元気に豊かに生活するために。 

学 校 長  
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２月中旬～３月の主な行事予定 

薬物乱用防止教室 

２月３日（火）に６年生を対 
象に，指宿警察署の方を招き， 
「薬物乱用防止教室」を行い 
ました。教材ビデオを視聴し， 
話を聞いたり，薬物の種類の 
サンプルを見たりする中で，薬物の恐ろしさを知り，
『薬物は心身を破壊し，家族や身の回りの人も不幸
にする』ことを学びました。世の中の犯罪や危険を正
しく理解し，巻き込まれないようにする判断力と行動
力を身に付けてほしいと思います。 

いぶすき菜の花マーチでの演奏 
２月８日(日)，本校スマイル吹部が「第３４回いぶす

き菜の花マーチ」で参加者のスタートセレモニー演奏
(８:30，９：３０，10:０0の３回)を行いました。毎年恒例
ですが，今年は大寒波により雪もちらつく寒い日とな
り，厳しい条件の中での演奏となりました。 
スマイル吹部は２月２８日(土)の定期演奏会「スプ

リングコンサート」（１３時３０分開演）を本校体育館で
実施する予定です。保護者の皆様，地域の皆様，ぜひ
お越しください。 

新１年生入学説明会＆体験入学 

２月６日(金)，令和８年度の新１年生（６７名の予
定：２月６日時点）と保護者の皆様が来校され，入学
説明会と体験入学を実施しました。 
５年生と手をつなぎ，学校探検をした 
り，一緒に遊んだりしました。説明会にお 
いては，短い時間ではありましたが，学 
校経営や入学の心得，提出物等につい 
てお話させていただきました。４月９日の 
入学式，職員一同お待ちしています。 

【２月】 

18日(水) 学校運営協議会 
19日(木) 音楽朝会(１年) 
20日(金) 全学年４時間授業（給食あり）13:10下校 
23日(月) 🎌 天皇誕生日 
25日(水) なわとび大会 
          学級ＰＴＡ 
 
 
28日(土)  スマイル吹部定期演奏会 13:30～ 

             （丹波小体育館） 

 

【３月】 
15日(木) ６年生を送る会 13:40～14:00 

13日(金) 卒業式予行 
14日(土) 土曜授業日 

20日(金) 🎌春分の日 

24日(火) 卒業式 ※１～４年生は休業日 

25日(水) 修了式・離辞任式 

26日(木) ＰＴＡ送別会 
※ 毎月第３土曜日は，「青少年育成の日」 
※ 毎月第３日曜日は，「家庭の日」 
※ 毎月２３日は，「子供と一緒に読書の日」 

【４月８日（水）始業式，９日（木）入学式 14:00～】 

１校時：前半：３年，後半：４年 
２校時：前半：２年，後半：５年 
３校時：前半：１年，後半：６年 
支援学級ＰＴＡ 1３:55～ 
下学年ＰＴＡ 14:55～ 
上学年ＰＴＡ 15:50～ 

凧あげ～１年生の生活科～ 

１月２２日(水)に予定しておりました「むかしあそび」は， 
インフルエンザ感染が広がってしまい，中止となりました。例年， 
１年生の祖父母と学校応援団ボランティアの方々を招き，１年生 
の子供たちもこの日を楽しみにしておりましたが，とても残念で 
した。後日，各学級で凧あげをしました。どの凧もよく上がり，１年生の子供たちのよう 
に青空の中を元気よく泳いでいました。 

体験発表会～指宿市千歳市交流事業～ 

本校６年生５名は，今年度の「指宿市・千歳市交
流事業」に参加しました。本事業は，指宿市と千歳
市が長年続けている交流活動で，両市の子どもた
ちが互いの地域を訪れ，文化や自然，人とのふれあ
いを通して学びを深めるものです。 
夏休みには指宿市で，冬休みには千歳市で交流

活動を行い，それぞれの地域ならではの自然や文
化を体験しました。 
１月３１日（土）には市役 

所で発表会を行い，交流の様 
子をプレゼンテーション形式 
で紹介しました。子どもたち 
は，ホストファミリーの方との心温まる思い出や，
観光・体験活動で感じたことを，自分の言葉でいき
いきと伝えていました。南国・指宿の豊かな自然
や，雪に包まれた千歳の冬の景色など，同じ日本で
も大きく異なる風土や暮らしに触れた驚きや感動
が，写真とともに発表されました。 
発表を通して，子どもたちの表現力の成長とと

もに，人との出会いを大切にする気持ちや，ふるさ
とを見つめ直す姿勢も感じられました。今回の交
流で得た学びや友情を，これからの学校生活や将
来に生かしていってくれることを願っています。 
御協力いただきました関係者の皆様，ホストフ

ァミリーの皆様に心より感謝申し上げます。 



学 校 だ よ り  指宿市立今和泉小学校 

  隼人
は や と

松原
ま つ ば ら

   令和７年度２月号   今小「篤姫」ブログ 

学校教育目標：「夢をもち，郷土を愛し，自ら学び考え行動する今和泉の子」 
合 い 言 葉：「きょうも楽しく元気よく 喜んで登校 満足して下校」 
JRC３つの目標：「気づき・考え・実行する」 

  
今和泉小学校の校歌と校旗 

                              校長 柳田 健一 

 
前回１月号に内容について，多くの反響をいただきました。ありがとうございます。 

 「アツヒメマツ」の「篤姫保存会」は，「今和泉篤姫会」の誤りでした。訂正してお詫び申し上げま
す。校区文化祭では，「栗川久雄」さんについて紹介をさせていただきました。実行委員の皆様のご
配慮に感謝します。今後，さまざまな機会に皆様方と共有していきたいと思います。 
  
 今回は，本校の「校歌」と「国旗」について書きます。２月３日節分の全校朝会で，子どもたちに
話した内容と重なります。プレゼンを準備して話しましたが，短い時間で，子供たちに分かるように
話すことはできませんでした。大事なことなので，繰り返し話題にしていきたいと考えています。 
 皆さんは，本校の校歌をご存じかと思います。本校を卒業された方やお子さんを本校に通わせ，保
護者としてかかわりももってくださった方は歌うこともできるのではないでしょうか。 
 読みに迷う漢字は，次のようです。 

入海：いりうみ 学びの舎：まなびのや 青雲：あおくも  
三州：さんしゅう 故人：いのしえびと 永久：とことわ 

 子供たちには，歌詞をつぎのように解釈を入れて紹介し 
ました。 
一 隼人松原公園には，風もなくておだやかに凪ています 
  桜島の山々は太陽の光をあびて，海面に美しい着物を 
  広げたようにきれいです。岩本港の入り江のそばに名 

高い（有名）な学校です。※ 「錦をさらす」には， 
「衣錦還郷」古典から「成功した人が美しい着物を着 
て故郷に凱旋する」意も含んでいると考えています。 

二 青空に雲が長くただよって，薩摩・大隅・日向の国の 
空が遠くまで広がって続いています。先人の功績を伝えていつまでも残していきましょう。 

 一番の歌詞は，本校の美しい景色を歌い，二番の歌詞は，先人たちの素晴らしさを伝え残してほ 
しいと在校生に思いをつないでいこうと歌っています。 
 続いて，校旗についてです。右の写真が，今和泉小学校の校旗です。 
 ３つの構成で，説明しました。１つめ，「鶴」の絵があります。これ 
は，今和泉島津家の城「鶴丸城」に由来する鶴で，本校が島津家と深 
いかかわるがある由緒ある学校であることを示しています。 
 ２つめは，「泉」の漢字です。これは，今和泉小の「泉」であり， 
３つめの泉の漢字が浮かぶ「海」の絵と関係しています。このことに 
ついて，「創立百周年記念誌」昭和 48 年 10 月発刊の 53 ページ座談会 
の中で「海を描いていますが，これは今和泉，つまり，今は泉であっても将来 
は大海になるようにという意味がこめられているらしいですよ。」と語られて 
います。「今は泉からやがては大海へ」とても洒落のきいた願いが込められています。 
 ちなみに，校歌は，作詞作曲不詳です。作られたのも「昭和のはじめ，５・６年ごろでしょうか。」と語っ
ている人もいれば，「大正十年ごろ，上野校長時代ということです。」と言う人もいてはっきりしません。
「上野憲二」氏は第７代校長（大正８年～11 年）で，なんと 27 歳で附属小から本校校長となった人
です。校旗は，第６代校長「瀬戸口勝二」氏（明治 45 年～大正８年）の頃のようで，「図案化したの
は，久木田先生ではなかったでしょうか。」と語られています。明治の終わりから大正期にかけては，大
正デモクラシーの影響で，学校では，欧米の児童中心主義に基づく先進の教育を取り入れ，全国に広
がりをみせた「大正自由教育」の頃です。本県出身の小原國芳（坊津出身・玉川学園創設者）の全人
教育などは影響を与えたことで知られています。 
 本校の校歌と校旗は生まれておおよそ 100 年くらいが経っていることがわかります。当時の時代背
景や社会情勢のなか，人々の本校への思いを一心に込めて作られたことが分かります。後世に校歌を
歌い継ぎ，校旗を掲げていく私たちも，製作当時のことを知り，思いを寄せていくことが大切です。 
 全校朝会では，「校歌や校旗には，学校への期待や子供たちへの願いが込められています。皆さん
には，今和泉小学校の子供であることに誇りと自信をもってほしい。そして，その期待や願いにこた
える頑張りをみせてほしい。」と話して終わりました。 
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＜２月＞ 
２５日（水）４・５年今和泉タイム 
２７日（金）授業参観・学級ＰＴＡ・専門部会・評 

議員会 
 

＜３月＞  
２日（月） ＰＴＡ登校指導 

３日（火） 学年末特別校時(〜23日) 

５日（木） ③６年生を送る会 

６日（金） 特別支援学級閉級式・ＰＴＡ 

第３回学校保健委員会 

１１日（水） ③６年ありがとう今和泉小 

⑤４・５年今和泉タイム 

１２日（木） ②③卒業式予行 

１４日（土） お別れレクリエーション(小牧分校跡地) 

１８日（水） 中野先生教育相談 

２０日（金）          春分の日 

２３日（月） 卒業式準備 

２４日（火） 卒業式 

２５日（水） 修了式・離任式 

 
＜４月＞  
８日（水） ＰＴＡ登校指導，①新任式・始業式 
９日（木） ⑤入学式 ⑥４～６年入学式片付け 

図書オリエン・清掃オリエン 
１０日（金） 家庭学習オリエン，学級 PＴＡ・専

門部会 
※行事変更のある場合は随時お知らせします。 
 

２～４月の主な行事予定 

 スクールカウンセラー(SC) 

による「ＳＯＳの出し方教室」 

を５・６年対象に実施しまし 

た。レジリエンス(折れない 

心・心の回復力)について， 

ボールの弾力をイメージに学 

びました。また，学習を踏まえ，自殺予防教育を含む

職員研修も行い，理解を深めました。 

３/９～19：「公金公物の取扱い」適正化期間 

３/２～ 6：にこにこ週間 

３/5～14：そうじがんばり週間 

今年度最後の学校運営協議会 

を行い，授業参観の後，委員の 

学校評価結果や次年度計画等資 

料を基に熟議しました。 

☆地域・保護者の皆様へ：文部科学省 

☆広報資料：文部科学省 ☆【別添 3-2】公立学校の教育職員の業務量の適切

な管理その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福

祉の確保を図るために講ずべき措置に関する指針（改正）のポイント 

 入学説明会を行いました。その

間，新入予定の園児２名は１年教室

に招かれ，体験入学に参加しまし

た。少ない人数ですが，お兄さんお

姉さんたちが心待ちにしているの

で，安心して入学してほしいです。 

 

 

 ２月校納金の口座振替日・・・２月２5日(水) 

１年…２，２５０円  ２年…２，４２０円 

３年…２，４２０円  ４年…２，４２０円 

５年…６，５８０円  ６年…１，９１０円 
手数料１０円を含む入金・残高確認を前日までにお願いします。 

先月も残高不足による振替不能が数件発生しました⚠ 

※業者支払いに支障ないようご協力ください。ゆうちょ口座  要確認！ 

校区文化祭 

新入生体験入学・説明会 

～確認をお願いします～ 

５・６年 SＯＳの出し方教室 

学校運営協議会 

 今和泉校区文化祭が開催さ 

れ，多くの展示作品や舞台発 

表等があり，今年も沢山の来 

場者で賑わいました。合奏や 

手話で参加した６年生も，盛 

大な拍手で高まった自信を， 

中学校でも発揮することでしょう。 

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


指宿市立山川小学校

R８.２.2５

2月

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校長　口ノ町　亨
　  山川小の５年目である令和７年度が残すところ１か月で終わります。４月７日の始業
式・入学式からあっという間でした。今年は本稿の左上にある「ひまわりの花」が指して
いる「人権」について「子どもの人権プロジェクト推進校」として取り組んできました。
学校のキャッチフレーズ「学校が好き！地域が好き！みんなが好き！誰もが主役だ　山川
っ子」を謳い，笑顔いっぱいの学校を目指しました。多くの子どもたちは注意されたり，
喧嘩したりと嫌なこともあったと思いますが，それを乗り越えて頑張ってきています。
 本年度の重点実践事項を「知・徳・体」ごとに，本年度４月の学校だよりで紹介しまし
た。 覚えているでしょうか？　
 「知」・・・よく考え学習に励む子の育成　
 　　・基礎的基本的事項の定着（単元テスト８割到達）
 　　・主体的に課題に取り組む（家庭学習の見届け）
 
「徳」・・・思いやりのある子の育成
 　　・気持ちのよい返事・あいさつの実践（ハイッ・ニコッ・サッ）
 　　・友達の呼び捨てをしない（「さん」付け）
 
「体」・・・頑張り抜く子の育成　
 　　・季節を感じながら歩いて登下校
 　　・朝のかけ足（縄跳び）への積極的な参加
 
どのくらい守れていますか？小さいことですが続けてきたことは大きく結果に影響してい
ることと思います。「塵も積もれば山となる」です。また，10歳くらいまで子どもの脳
は，どんどん成長します。そこで，しっかり守らせることと，自発的に取り組ませること
の緩急を，しっかりとバランスをとってみましょう。大人にとっては，子どものできるま
でを辛抱強く「待つ」ことができるかが鍵のようです。
 本年度も残り１か月ほどです。「できるようになったこと」「分かるようになったこ
と」を4月と比べてみましょう。　

　２月13日（金）来年度入学する
子供たちが体験入学で学校を訪れま
した。4年生がこの日のために，内容を考え準備
を進めてきました。読み聞かせや折り紙，ボー
リング，射的など，いくつもの活動に工夫があ
り，新入生も楽しんでくれたようです。
　４年生にとっても、高学年に進級するにあた
っての，有意義な活動となりました。
　体育館では保護者の方を対象にした入学説明
会が行われました。

令和７年度　まもなくゴール　残りひと月

人権の花「ひまわり」
R7年度「子どもの人権プロジェクト推進校」

学校だより

今月のハイライト 2月13日　新1年生体験入学



6日 金 お別れ遠足

14日 土 土曜授業

16日 火 放課後子ども教室　閉所式

24日 火 第5回卒業式

25日 水 修了式・離任式

26日 木 PTA送別会

２月

第2回常任理事会

３月の行事予定
入賞者などの紹介

　桜島大根農家の方とのご縁を得て，本校で実施して
いる桜島大根の学習ですが，この日4年生が自ら植えた
大根の収穫を行いました。3年生の時に県の特産物であ
る桜島大根について学び，今年は実際に植えて，桜島
大根の魅力を体感します。大きさは農家の方が育てる
ものには及びませんが，それでも胴回り８０㎝ほど，
重さ１１ｋｇと，なかなか立派な大根が取れました。
何より「収穫の楽しさ」を体験できた子供たちの楽し
そうな姿がとても印象的でした。

R8年度初めの主な行事予定

　2月18日（水）に第2回常任理事会を開催しました。イ
ンフルエンザが流行する中でしたが，関係者のみなさまに
はご参加いただき，ありがとうございました。
　令和７年度のPTA活動，子供育成会の活動報告や，予算
の執行状況，来年度のPTA専門部について，PTA会則，細
則の見直しなど，話し合いは多岐にわたりました。
　その中でも「PTA専門部所属の会員数減少」について話
し合いが活発に行われました。年を追うごとに児童数が減
少し，それに伴い家庭数も減少しています。５年前に山川
地域の４つの小学校が統合され，PTA組織もようやくしっ
かりとした形になってきましたが，PTA組織のさらなる見
直しが迫られています。同様に，ほとんどの地域で子供育
成会についても大きな見直しが必要であることが浮き彫り
になりました。子供たちが健やかに育つ環境を目指して，
今後も色々なことを学校と地域で協力しながら進めていく
必要があります。
　

２月９日(月)　研究授業「特別活動」

２月17日(火)･20日(金)　桜島大根収穫 ２月12日(木)　学校運営協議会
２月20日(金)　民生委員･児童委員･主任児童
　　　　　　　委員と学校の連絡会

　　　　　　　　　　　　　　全校集会で「いじめ」
　　　　　　　　　　　　　についての校長講話があ
　　　　　　　　　　　　　りました。本校では今年
　　　　　　　　　　　　　度，人権教育にさらに力
　　　　　　　　　　　　　を入れ，人との関わり方
　　　　　　　　　　　　　について考える機会を設
　　　　　　　　　　　　　けてきました。簡単に改
善できる課題ではありませんが，日常の中での言動に
ついて，もう一度振り返り，残りの3学期を過ごして
いこうと，全員で考える時間となりました。

２月２日(月)　全校集会「いじめについて」

〇指宿市小学校教職員スポーツ大会(卓球)

　　　　　　　　　　有志職員で参加し「優勝」

ブログへGO！→

※あくまで予定です。
〇　4月 ８日（水）　始業式・新任式
〇　4月 ９日（木）　入学式（午後）
〇　4月15日（水）　玄関先家庭訪問
　　　　　(16･17･20･21･22･23･24日)
　　　　　※別途案内あり
〇　4月27日（月）　学級PTA
〇　５月 8日（金）　授業参観・PTA総会
　　　　　　　　　　PTA専門部会
　　　　　※別途案内あり

　3年生で「特別活
動」の研究授業が行わ
れました。研修を受け
ながら業務に当たって
きた職員の研究授業で
す。この1年間，子供
たちの成長に関わり，
また教師自身も，子供
たちから多くの学びを
得る事ができました。

　学校教育の改善と充実を図るために，様々な関係団体
が活動をしていますが，3学期も終盤を迎え，いくつか
の団体との今年度の振り返りや，次年度に向けての課題
について話し合う会が設けられました。学校が地域の
様々な立場の方に支えられていると感じる機会でもあり
ます。今年度もお忙しい中ご協力いただき，感謝いたし
ます。
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１/２８ 開聞岳大根プロジェクト  
４年生が総合的な学習の時間で栽培している開聞岳大根が収穫

のときを迎えました。調理をしたり，この大根が広く栽培される

ことを目指して種を販売したりして学習をまとめました。 

また，本年度は大根をJAに納品し，山川学校給食センターで

給食の味噌汁として調理・提供していただきました。 

  
 

２/５ 不審者対応の避難訓練  
日頃から開聞小の安全を見守って

くださっている防犯パトロール隊，

スクールガード，指宿警察署のみな

さんのご協力をいただき，登下校時

に不審者に遭遇した設定で，子ども

110 番の家へのかけこみ訓練を行

いました。  
 

２/１４ 子供祭り  

開聞小の特別活動としての恒例行

事「子供祭り」がありました。３～6

年生が企画・運営する6つのミニゲ

ームブースを縦割り班で回りながら

楽しむイベントです。右の写真は「さ

わって当てよう」の様子です。  
 

２/１７ 小小交流学習・乗り入れ授業  
 開聞中学校区小中一貫教育の取組で5・6年生が川尻小学校の

子供たちと交流学習を行いました。合わせて６年生は，中学校の

美術の先生による乗入れ授業で「すみ絵」を描きました。 

   

入賞おめでとうございます！ 

市陸上記録会400mリレー 

【５年男子 鹿児島県 第３位】 

  

【５年女子 鹿児島県 第４位】 

  

児童・生徒作文コンクール 

【鹿児島県 入選】 

１年 ○○ 

 

 
 

【3月～4月の主な行事予定】 
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新任式，始業式，身体計測5・6年 

給食開始，入学式準備 

身体計測2～4年，入学式（午後） 

学期初めの4時間授業 

1年生下校指導（1週間程度）身体計測1年， 

体力・運動能力調査５年 

ＮＲＴ標準学力検査～15(水) 

田植え5年（予定，調整中） 

個別面談Ⅰ（脇・塩屋・入野・道地・物袋・川尻） 

交通安全教室，自転車教室 

個別面談Ⅱ（上野・坂下・西開聞） 

個別面談Ⅲ（田中・上手・下吉・谷村） 

PTA常任委員会（調整中） 

個別面談Ⅳ（荒田・松原田） 

全国学力・学習状況調査6年 

個別面談Ⅴ（東開聞・西元・玉井・中組・苙口） 

児童質問調査オンライン６年（午前） 

授業参観（検討中），学級PTA，PTA総会 

PTA専門部会，PTA歓迎会（検討中） 

SSW（スクールソーシャルワーカー） 基本毎週 金曜日 午前  

市教育相談員           月１回訪問 次回3/3(水) 

→  教育相談の御希望がありましたら，担任または教頭へ御連絡ください。 
 

<3月の目標> 

【学習】  1年間の学習のまとめをしよう 

【生活】  1年間の生活を反省しよう 

【保健】  健康生活の反省をしよう 

 

「１月は行く。２月は逃げる。３月は去る。」と言われま
すが，３学期も残り１か月となりました。気候の方も暖かい
日が増えてきて，春が近づいていることを感じる今日この頃
です。インフルエンザ等の感染症も，大きく広がることはな
く，子供たちも元気よく学校生活を送っています。           
さて，イタリアの複数の都市で共同開催された「ミラノ・コ

ルティナオリンピック」をご覧になった方も多いのではないで
しょうか。金メダルは，最多タイの5個，メダル総数は，過去
最高の24個という素晴らしい結果でした。 
ところで，メディア（私たちを含め）は，

どうしてもメダリストに着目します。実際
メダルを獲得した日本選手は 25 人です。
参加した日本選手は，121 人で約 20％の
選手のみです。メダリストのインタビュー
を聞いていても，これまで，ものすごい時間
を費やし，努力してきたことが想像できま
す。 
では，メダリストだけが努力してきたのか。そんなことはあ

りません。勝負には実力も必要ですが，時には「運」が関わっ
てくることもあります。世界ランキング１位で臨んだ外国の選
手でも，本番で力を出し切れずメダルを取れなかった選手もい
ます。スノーボードの平野歩夢選手は，大会1か月前に骨折を
して出場が危ぶまれましたが，見事７位入賞でした。競技後の
インタビューで，「生きて帰ってこれてよかった。」というコ
メントを残しています。努力して，命がけで臨んでも，メダル
が取れるわけではありません。 
しかし，メダルを取った選手，オリンピックに出場した選手，

オリンピックを目指した選手，全ての選手に共通しているの
は，『夢に向かって努力していること』だと思います。今の世
の中，『真面目に』とか『努力する』という生き方は古臭いの
かもしれませんが，私は『真面目に努力する』開聞の子供たち
を育てていきたいと思っています。 
３月６日からは，パラリンピックが開催されます。日本から

は44人の選手が出場します。日頃の努力の成果が発揮でき，
たくさんの笑顔が見られることを願うばかりです。 

開聞小の合言葉“明るい子”  あいさつは心をこめて元気よく  かいだん・ろう下は静かに歩こう  るーるを守って交通安全  いっしょうけんめいそうじをしよう  ことばづかいはていねいに 

あすなろ

ミラノ・ コルティナオリンピック雑感  

 

 
〈コンテナより大きな開聞岳大根〉 



 電話　２５－３４３１

FAX  　２５－３５５１

校長　田　中 　　毅

さあ，総仕上げの３月です！ 

校長　田中　毅　 

 
　右の写真は，どこにあるか分かりますか。校長室横トイレ前にあり

ます。小野田先生がアレンジしてくださいました。先生はなんのため

に，どんな気持ちで生けているのでしょうか？ 

　さあ，２月も今週までとなり，いよいよ令和７年度の総仕上げとな

る３月を迎えます。３年生は公立高校の最終倍率も確定しました。あ

とはこれまでの努力を信じ，体調管理に努め，本番に臨みましょう！

１・２年生はその姿を見ながら，次学年へ進級する自覚を確立して欲

しいと思います。

【学習の総点検】 

　各教科では，最後の単元及びこれまでの学習内容の振り返りと定着を図っています。

３年生は「知っている問題を確実にとれる状態」にすることが大事です。これまで使っ

てきた教科書や問題集の間違えた箇所を繰り返し解き直し，確実に自分のものにしまし

ょう。そのことが自信につながります。１・２年生は，総まとめと総復習の最も大事な

時期。次年度を意識しながら，まずは学習する習慣を確立しましょう。 

 
【仲間との時間を大切に】 

　今の学級で過ごす時間も残りわずかとなりました。 

　来週からは，各学年クラスマッチも計画されています。クラスマッチで最も大事なの

は，「仲間との絆」です。まずは，互いが認め合い，支え合う気持ちをもつことが大切で

す。そして，声をかけあいながら全力でプレイしましょう。協力し合う活動の中や日々

の何気ない会話の中に，かけがえのない学びがあります。 

 
【自分を振り返る月に】 

　３月は，自分自身を振り返るよい機会でもあります。 

　・　自分の将来の夢は何か？何が好きなのか？何が得意なのか？ 

　・　今年度できたこと。できなかったこと。そして来年度の目標は何か。 

　・　どんな自分でいたいか。どんなことをやり遂げたいか。 

　できたことは自信に，できなかったことは次への課題として受け止めることが成長に

つながります。 

 
【ご家庭へのお願い】 

　インフルエンザ等の感染症がまだまだ続いています。学校でも感染症対策には，万全

を期しています。ご家庭でも感染症対策と「早寝・早起き・朝ご飯」の基本的な生活習

慣の徹底をお願いします。体が弱ると免疫力が格段に落ちます。 

　また，進級・進学を控え，不安や悩みを抱える時期でもあります。気になる様子があ

りましたら，どうぞ遠慮なく学校へご相談ください。 

 
　一年の締めくくりを充実したものにし，笑顔で春を迎えられるよう，教職員一同，全

力で支えてまいります。

北指宿中学校だより
　 びろう樹びろう樹 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令 和 ７ 年 度 　  ２ 月 号令 和 ７ 年 度 　  ２ 月 号



令和８年度入学予定者説明会  １月29日（木）   

　来年度入学予定の児童と保護者の皆様を対象に入学説明会を開催いたしました。 

　各担当職員から中学校での学習や生活について説明を受けたり，実際の授業を参観したりして

もらいましたが，中学生活を想像しながら真剣に聴き入る姿がとても印象的でした。 

　期待に胸を膨らませる一方で，環境の変化に小さな不安を

感じている児童も少なくありません。現在，本校は仮設校舎

での生活となりますが，校舎という「形」がどうあれ，そこ

で育まれる学びの質や人間関係に変わりはありません。 

　在校生の皆さん，新入生が安心してスタートを切れるかは，

皆さんの存在にかかっています。後輩を包み込み，時には背

中で範を示す「頼れる先輩」であってほしいと願っています。

　新入生との出会いを楽しみにしながら，教職員・在校生一

丸となって受け入れ準備を万全に進めてまいります。

指宿商業高校生によるマナー講座（２年生）  ２月５日（木） 

 ２年生を対象に，株式会社指商デパート（指宿商業高校）の生徒８名を講師に迎え，マナー講

座を実施しました。 

　講座では，接客や進路実現の実践に基づいた説得力のある

説明の後，グループごとに挨拶や礼法のご指導をいただきま

した。 

　さらに高校進学を見据え，「中学生活で大切にすべきこと」

についても質疑応答が行われました。高校生が強調したのは，

「時間を守る」「身なりを正す」「校則を守る」といった当た

り前の徹底です。こうした基本の積み重ねこそが，信頼に繋

がることを実感を込めて伝えてくれました。 

　単なる作法の習得に留まらず，相手への思いやりや将来へ

の心構えを学ぶ，極めて有意義な時間となりました。

箏教室（１年生）  ２月６日（金） 避難訓練（火災）　２月13日（金） 

　学校評議員の深田委員をはじめ，指宿市で 　指宿消防組合のご協力のもと，火災を想定し

活動されている箏・尺八の演奏家の方々を講 た避難訓練を実施しました。初の仮設校舎での

師にお迎えし，１年生を対象とした「箏教室」 訓練でしたが，これまでの地震や不審者対応訓

を開催しました。 練の成果が見事に発揮され，無駄のない動きで

　今年度も生徒が実際に楽器に触れる体験を ４分という迅速なタイムでの避難を完了できま

取り入れました。初めて触れる箏に緊張しな した。 

がらも，自らの手で奏でる一音一音の響きに， 　事後学習では，消防士の方から「初期消火の

生徒たちが目を輝かせて感動する姿がありま 重要性」や「火元を発見した際の瞬時の判断」

した。 など，命を守るための具体的な知識をご指導い

　本物の和楽器による生演奏に触れる機会は， ただきました。 

生徒にとって感性を磨く大変貴重な財産です。 　また，物理的な被害への備えだけでなく，被

　体育館に響き渡る箏と尺八の奥深い音色に， 災後の「心理的なケア」の大切さについても触

全員が引き込まれた実り多き学びの場となり れていただき，多角的に防災を捉える貴重な機

ました。ご指導いただいた講師の皆様，伝統 会となりました。まずは火災を起こさない「最

文化に触れる貴重な機会をありがとうござい 善」を尽くしつ

ました。 つ，いざという

 時に自分と周囲

 を正しく守れる

 強さを，これか

 らも養っていき

たいと思います。



 

 

 

 

 
 

卒業に向けて ～「自分事」と「他人事」～ 

校長 平川 淳一 

ミラノ・コルティナオリンピックが開催されました。日本人選手たちが多くの種目で活躍
しましたが，特にフィギュアスケートペアでは，「りくりゅう」こと三浦璃来さんと木原龍
一さんのペアが金メダルを獲得しました。ショートプログラムでは首位と 6.9点差をつけら
れましたが，その差を逆転し，優勝を果たしました。これは，現行の採点システムに移行し
てから最大差となる歴史的な逆転劇です。 
この一連の流れを見ていて感じたことは，オリンピックでのプレッシャーの大きさや，困

難を乗り越える方法，最後まで諦めない精神，信頼の重要性，気持ちの切り替え方など，多
くのことを学び，考えるきっかけになったということです。同時に，朝から感動と喜びを感
じる一日でもありました。 
 
さて，「自分事（じぶんごと）」という言葉をよく見たり，聞いたりします。「社会全体の

課題を自分事として捉える」という使われ方をします。これは，「自分に関係のある事柄」
という意味だと理解しています。辞書で「自分事」を調べてみましたが，掲載されていませ
んでした。一方，「他人事（ひとごと）」は掲載されており，その意味は「自分とは無関係な
他人に関すること，または世間一般のこと」とあります。「他人事」という言葉が辞書に載
っていることから，これまで日本人は他人のことや世間のことは自分には関係のないことだ
と考える意識が強かったことがうかがえます。 
しかし，現在では，SDGs（持続可能な開発目標）のように，さまざまな社会問題や世界的

な課題は，一人一人が主体的に関わらなければ解決できないことが明らかになっています。 
そのことから，「自分事」という言葉は，「他人事」の反対語として生まれたと考えられま

す。言葉は時代とともに変化したり，新たに生まれたりします。「自分事」の誕生は，一人
一人が社会や世界と主体的に関わっていかなければならない時代が到来したことを意味し
ています。 
令和８年３月 11日（水）に行われる第 61回卒業式は，西中生全員で創り上げる最後のワ

ンシーンとなります。１・２年生は，卒業生の後方から，卒業式に臨む態度や動き，声を通
じて，式の雰囲気を創り上げてください。 
３年生は，保護者や担任の先生をはじめとするこれまでお世話になった先生方，在校生や

地域の方々から寄せられる多くの思いを受け止めながら，卒業式での成長した姿を参加する
全員の心に深く刻んでください。 
保護者の皆様，地域の皆様におかれましても，第 61回卒業生に多くの温かい思いを寄せ

ていただき，卒業後も変わらぬご支援と見守りを賜りますようお願い申し上げます。 
今年度は，指宿市立西指宿中学校から 18名の生徒が卒業します。卒業生の皆さんは，こ

れからの社会や世界の形成者です。今後は，社会や世界と主体的に関わりながら「自分事と
して捉える」ことを意識し，思う存分力を発揮してほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

緑風 
令和 7 年度 指宿市立西指宿中学校 

学校便り 

２ 月号 校訓 礼節・向学・気魄 

【お知らせ】先日，西指宿中学校閉校記念事業実行委員会を開催しました。これまで準備委員会と

して，ＰＴＡ役員の方々と検討しながら進めてきましたが，正式にスタートできました。実行委員

長は同窓会長である馬場畑末治さんにお願いし，保護者や地域の方々に委員を引き受けていただき

ました。方向性が決まってきましたので，今後専門部会を中心に内容を検討していきます。これか

らいろいろな情報があれば，お知らせいたします。 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 夢についての講演会（令和８年２月１３日実施）  

キャリア教育の一環として，KTS 鹿児島テレビ気象予報士の中俣美咲様に，「夢」についてご講話をいた

だきました。「憧れを目標に」というタイトルで，ご自身の経験をもとにウェザーキャスターとしてご活躍される

までのことや，実際に働いている姿など，生徒にとって興 

味深い内容を時間いっぱい話してくださいました。 

  今後は，生徒たちが自分の夢について発表を

したり，職場体験学習をしたりしながら，主体的

な進路実現へとつなげて参ります。中俣様，ご多

用の中，貴重なご講話を賜りましたこと，心より

感謝申し上げます。 

 
 

３月の主な学校行事と来年度当初の主な学校行事（予定） 

＜３月＞ 
□ ３日 １・２年授業参観・学級 PTA 
□ ４日 公立高校入試（～５日） 
□ ６日 卒業生を送る会（クラスマッチを含む） 
□ ９日 PTA理事会・評議員会 

地域との交流授業（３年） 
      （ボッチャ等を通した交流） 
□１０日 同窓会入会式 
□１１日 第６１回卒業式 
□１２日 公立高校入試合格者発表 
□２５日 修了式・離任式 
□２６日 春季休業（～４／７） 
□２７日 PTA監査 

□ 読書活動 （令和８年２月１４日実施） 

山川図書館長の久川文乃様を講師としてお招きし，読書活動を実

施しました。今回の読書活動は，本に関する４つのキーワードから，

正しい本のタイトルを選ぶというゲーム感覚の活動でした。活動を終

えて正解発表と本のあらすじの紹介がありましたが，生徒が聴き入

る様子を見て，本に対しての興味や関心が高まったことを感じまし

た。最後に久川さん手作りのしおりもいただきました。本校，読書活

動充実のためにご協力いただき，ありがとうございました。 

□ 薬物乱用防止教室 （令和８年２月１８日実施） 

近年，若者の「オーバードーズ」など薬物乱用が社会問題となっていま

す。薬物依存の危険性について理解を深めてもらうため，学校薬剤師の

村場洸太様にお越しいただき，ご講話いただきました。 

講話の中で，ドラッグストアで気軽に買える市販薬の中にも，乱用する

と依存性のリスクがある物質が含まれることなどを教えていただきまし

た。今後も生徒たちが正しい知識を身に付け，健康な生活が送れるよう

に指導支援を行ってまいります。 

＜４月＞ 
□ ８日 新任式・始業式 
□ ９日 入学式 
□１０日 交通安全教室・校区内巡視 
□１６日 第１回 PTA理事会・評議員会 
□２１日～２３日 三者相談期間（全学年） 
 
＜５月＞ 
□ １日 学級 PTA・PTA総会 
□ ９日 生徒総会 引き渡し訓練 
□１１日 宿泊学習（～１２日） 

修学旅行（～１３日） 
□１２日 職場体験学習（～１４日） 
□１９日 北指宿中学校との交流学習（１年） 
□１９・２１日 高校説明会 
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卒 業 観 
                                                   　　　                　　　校　長

 
　１年間を振り返り，成果と課題を見極め，未来を展望する年度末の３月。過ごしてきた時間や関わる
全ての人，物への感謝の心や惜別の心をもって，４月からの新らたなステップへの覚悟を新たにしてい

 きたいです。
　３月11日（水）に第51回卒業式を挙行します。卒業式は，一生の中でも特別な儀式です。始まりと終
わりの必然，出会いの偶然は，一生続く場合があれば，二度と訪れないこともあります。だからこそ，

 卒業式は大切にしたい節目と捉えます。
  「若いうちの苦労は買ってでもせよ」という格言があります。これは色々な課題を解決する力（見通
し，手段，手法など）を身に付けることを意味しています。時間的な制約に耐えることも必要であり，
これらは必ず，この先の人生で試され，体験的に発揮されることになります。卒業証書の「中学校の課
程を修了する」は，学習内容の理解だけでなく，中学校段階での生活習慣の確立や基本的な人格の形成
を意味していると考えます。学校生活は，時間，人，物，約束など学びの中の制約において自己を鍛え
る不自由な環境が揃っています。ある意味「若いうちの苦労」です。これからも学びは続きます。卒業
生には，あっという間に過ぎ去った年月，新たな一歩を踏み出す決意，惜別の念，蛍雪の功，少年老い

 やすく学成難しなど，常に学んだことを忘れずに，感じる心や感謝の心を高めてほしいです。
  中学校を卒業して待ち受ける社会は，人間力が試され，求められます。その基本にあるのは，思いや
りや協調，助け合いなどの基本になる礼節（「挨拶ができる」，「人の話を聞くことができる」，「良い返
事ができる」）です。義務教育９年間を振り返り，やり遂げた自信をもって「やり遂げると強くなれる」

 の意識を強くしてほしいです。
 

「迷い」がつくる人生の豊かさ 
 

 　人は生きていく上で，大切な選択や決断をするときに必ず「迷い」ます。
　人間は未知な事態や物事に遭遇した，あるいは，するであろう時，ついマイナス面ばかりに目を向け
がちです。これは，祖先がいち早く危険を察知し，難を逃れて生き抜くために必要な能力（本能）でも
あったということです。社会が大きく動く変革期（今がその時？）には，物事や価値観が大きく動き，

 それは新たに生まれ変わるチャンスになります。
  詩人・高村光太郎の有名な詩に”道程“（僕の前に道はできない，僕の後ろに道はできる）がありま
す。「どこかに通じている大道を僕は歩いてゐるのぢやない／僕の前に道はない／僕の後ろに道はでき
る／道はぼくのふみしだいてきた足あとだ／だから／道の最端にいつでも僕は立ってゐる」と続きます。
私たちは，示されたレールの上を走っているのではなく，最端（常に選択していく分岐点）に立ってい
ること，そして，人生は「道」のようであり，それを歩む「旅」のようなもの。自らが切り拓いて道が

 できることを謳っています。
  常に迷いながら，それでも前に進んでいく。どこにいるか分からないくらい迷うかもしれない，恐ろ

 しいながらも，試行錯誤して自分で自分の手綱をとって前に進むのが人生ということになります。
　迷うことのメリットとして，アフリカの諺に「道に迷うことこそ，道を知ることだ」があります。実
際に知らない道を歩き，迷う経験をすることで，その記憶が脳裏に焼き付いて，頭の中に地図が作られ

 ていく。という実践的な考え方であり，真理に根ざしています。
　知らないことを学び，迷うことを経験することで，その記憶が脳裏に焼き付いて，頭の中に知識とし
て蓄積されていきます。旅に限らず，生きること自体が本来アドリブであり，自分の思い描いたとおり
に進むことは極めて希です。迷うことこそ生きること。人生に最短距離はなく，旅がそうであるように，
ゴールへの一直線の道程ではありません。人生の岐路（受験や就職，転職など）など，迷い道の連続だ
からこそ，迷うことの豊かさにもっと目を向けてみることが賢明です。不正解や失敗を経験し，迷いを
積み重ねることが人生を彩り，より深くします。どんな人も迷い，迷っていい。



 
 

日 曜 主　な　行　事

４ 水 公立高校入学者選抜（１日目） 
２年クラスマッチ

５ 木 公立高校入学者選抜（２日目） 
１年クラスマッチ

６ 金 ３年クラスマッチ

10 火 卒業式予行・準備 
公立高校入学者追加の選抜

11 水 第51回卒業式
12 木 公立高校合格者発表
25 水 修了式・辞任式・ＰＴＡ送別会

　現在，中学校の音楽では，日本や郷土の伝統音
楽に関わる学習が必修となっており，３年間で少
なくとも１種類以上の和楽器に触れる学習を行っ

 ています。
　本校では，毎年この時期に，
専門の先生をお招きし，１年
生で箏の授業を実施していま
す。今年は事前に授業で箏に
触れ，基本的な奏法を学んだ
後，専門的に御指導していただく流れで取り組み
ました。当日は，姿勢や爪の付け方，音の出し方
などを教えていただき，生徒たちはこれまでの学
習を基に，より美しい音色を
目指して意欲的に取り組みま
した。授業の最後には，先生
が「さくら変奏曲」を演奏し
てくださいました。繊細で力
強い音色が音楽室いっぱいに広がり，生徒たちは
真剣な表情で聴き入っていました。専門の先生に
よる御指導と演奏に触れる貴重な機会を通して，
箏の魅力をより深く感じ，日本の伝統文化への理
解を一層深める有意義な時間となりました。

 
 
 

　１月26日（月），山川中学校区小中一貫教育部会
を開催しました。第２回目
となる今回は，中学校の全
教員が山川小学校の授業を
参観し，その後，学習指導，
生活指導，保健指導，特別
支援教育の４つの分科会に

 分かれて意見交換を行いました。
　今年度，山川中学校区では，学習面は「相手意
識をもった表現力を育てるための手立て」，生活面
は「整理整頓の充実」，保健

 面は「う歯治療率の向上」,
特別支援教育は「丁寧な言
葉遣い」を重点に共通実践
事項として，それぞれの学
校で取り組みました。両校
とも工夫・改善を図るための実践を積み重ね，そ

 の成果と課題を共有しました。
　今後も小・中学校が連携を一層深め，子どもた
ちのさらなる成長のために，９年間を見通した指
導の充実を図ってまいります。

 
 
 

　１月30日（金），来年度入学予定の山川小学校６
年生とその保護者を対象に，入学説明会を行いま
した。会の前半は，１年生の生徒会役員２人が６
年生に向けて，小学校と中学校の違いや入学前の
アドバイスを伝え，校長や生活指導担当が中学校
生活の心構えや留意点について説明を行いました。
後半は保護者を対象に，保
健関係や学校納金，物品販
売等について説明し，その
間，６年生は校内を巡り，
授業の様子や施設を見学し

 ました。
　新年度まであと１か月となりました。新入生の
入学を，生徒・職員一同，心待ちにしています。

　来年度の三者相談は，新１年生と新２年生は４
月に，新３年生は夏季休業中（７月）に実施いた
します。いずれも全学年，全ての御家庭を対象に，

 本校にて行います。
　なお，４月実施予定の日程や地区割りの詳細は，
近日中に別紙にてお知らせします。御理解と御協
力をよろしくお願いいたします。

★ 第10回南さつま市「日新公いろは歌」短歌大会 

　　【佳作】 １年生：２名　３年生：２名



ふれあい交流学習（保育実習） 福祉体験活動 

　 
 
 
 指宿高校の先生による乗り入れ授業 
 
 
 
 
 

 
夢育講演会 

 

U-14 サッカー大会　～祝　準優勝～ 

応急手当に関する講習会 

　　 『 行動力で乗り越える強い意志 』 

　　　　　　　　　　　　
校　長　　 

 
 
　 
　学年末テストも終わり，答案用紙が返され，訂正

ノートを提出したり学習した内容をまとめたりし

て，進級・卒業につなげるための大事な時期になり

ました。 

　
為せば成る　為さねば成らぬ 
な な な な

 　何 事も　成らぬは人の　なさぬなりけり なにごと な ひと

 

　これは江戸時代，米沢藩(山形県)の藩主だった上

杉鷹山(うえすぎようざん)が家臣に与えた教訓の歌

です。全文の意味は，『できそうもないどんなこと

であっても、強い意志を持ってやり通せば必ず実現

できる。結果が得られないのは成し遂げようと思っ

て行動しないからだ。』という内容です。 

 

　上杉鷹山は，アメリカのジョン・Ｆ・ケネディ元

大統領が，もっとも尊敬した日本の政治家でもあり

ます。日々，生徒の皆さんは，学校で自分の目標を

持って行動し，根気強く努力して勉強やスポーツに

打ち込んだ生活をしていると思います。やった人だ

けが，できる人になれる「行動力」で自分自身の課

題を解決し，乗り越えてください。 

 

　いよいよ３月４日(水)と５日(木)は，公立の高校

入試が実施されます。これまで頑張ってきた試験勉

強や面接の練習の成果が発揮できるように，体調を

整え事前の準備をしてください。また，周りの友達

や１・２年生の皆さんも，受験生が落ち着いて試験

に臨める雰囲気を学校内で作ってあげましょう。 

        行 事 予 定   （４月は予定です） 

   
  ３月  ４日(水)　公立高校入試（～５日） 
 11日(水)  卒業式 
 12日(木)  公立高校合格発表 

 25日(水)  修了式・離任式 
  

  4月 ８日(水)　新任式，始業式 
９日(木)　入学式，１年学級ＰＴＡ 
10日(金)　２，３年学級ＰＴＡ 
13日(月)　標準学力検査(～14日） 
14日(火)　家庭訪問（～24日）

　２月６日（金），３年生の家庭科の授業の一貫で開
聞保育園を訪問し，ふれあい交流学習を実施しまし
た。 
　生徒たちは授業で準備したおもちゃ等を使って園
児とふれあい，保育について理解を深めました。交
流学習の終わりには，園児たちから高校入試を控え
る３年生への応援メッセージをいただきました。普
段経験することができない園児との関わりを通して，
幼児教育の大切さを学ぶ貴重な機会となりました。

　２月14日(土)，開聞中学校の卒業生である       
 先生にお越しいただき，講演をしていただきました。
     先生は，高校の理科の教師として現在も指宿商
業高校で御活躍されています。御自身の経験を踏ま
えた進路選択の仕方や，学習の進め方について話を
してくださいました。 
　講演を通して，「勉強はす
ぐに答えを求めるのではな
く，自分で考えながら勉強す
る」，「将来を見据えた進路選
択」，「社会の変化に敏感にな
る」ことを学び，努力の先に
夢の実現があることを実感す
る貴重な機会となりました。

　２月４日（水），２年生の保体の授業で，応急手当
に関する講習会を実施しました。 
 講習会には，山川病院か
ら６名の方が講師として指
導にあたってくださいまし
た。 
　参加した生徒全員が，心
肺蘇生やＡＥＤの使い方の
実技を経験し，普段経験で
きないことを学ぶ貴重な機
会となりました。 

　２月18日（水），指宿市役所地域福祉課と指宿市
社会福祉協議会の協力をいただき，２年生で福祉
体験学習を実施しました。今回は，手話体験や，
高齢者疑似体験，車いす
体験などを行いました。 
　実際に体験したこと
で，車いすや手話を使う
方々，サポートをする方
々の苦労や気持ちを考え
る機会となりました。 
 

　１月31日～ＫＦＡ第53回鹿児島県中学Ｕ-14サッ
カー大会が行われました。昨年度は３位入賞でし
たが，今年度は見事準優勝
を果たしました。 
　この結果を自信につなげ
て活躍してくれることを期
待しています。３月28日～
長崎県島原市で行われる九
州大会に出場予定です。

　２月５日（木），指宿高
校の　　　　先生を講師に
招き，２年生を対象にして
歴史の乗り入れ授業を行い
ました。生徒たちは高校で
学ぶ内容の奥深さや高校の
様子について詳しく学ぶこ
とができました。 
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指宿市役所山川支所地域振興課総務係

住所：指宿市山川新生町 35 番地 電話：0993‐34‐1111

執筆：地域おこし協力隊 栁田

☆伝統行事「鰻参り（ウナッメイ）」☆

1 月 15・16 日に伝統行事「鰻参り（ウナッメイ）」が行われました。この日は
「地獄の釜の蓋が開き、亡くなった人の魂があの世とこの世を自由に行き来でき
る日」とされ、鰻地蔵堂と板碑をお参りする風習が昔からありました。今年も出
店が並び、指宿市内外から参拝者が多く訪れ、鰻地区が賑わいました。
ウナッメイの話をすると、「亡くなった人の魂は地獄に落ちたのか？どうして

市民は昔から鰻地蔵をお参りするのか？」と質問されることがあります。協力隊
員もずっと謎でしたが、12 月 20 日に開催したうなぎミニイベントで指宿市の歴
史や文化に詳しい松下尚明先生からウナッメイについて講演していただきまし
た。松下先生の調査に基づく見解により、ウナッメイの歴史的背景やお参りする
意味が少しだけ分かったような気がします。以下の□の中の文章は、協力隊員が
松下先生の講演を聞いてメモしたことを基にまとめたものです。

今年は 2日間で延べ 1500 人が訪れました。それくらい地域にとって大切な伝
統行事。しかし、鰻集落は高齢化と過疎化に伴い地域の担い手が不足しており、
ウナッメイの継承も厳しくなってきています。ウナッメイの存続について地域全
体で考える時期が来ているのかもしれません。今年も昨年同様、鰻区役員やうな
ぎ未来サポーターがボランティアで準備や運営を行いました。「地域のために」
と従事してくださったボランティアの皆様には本当に感謝しかありません。

※今回は「ウナッメイ特集」ということで、「空き家対策について学ぼう」や「うな

ぎミニイベントのお知らせ」等は掲載しませんでした。うなぎミニイベントは３月

も開催します。詳しくは、インスタグラムやチラシをご覧ください。

鰻だより
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日本の思想史（古俗・古層・基層文化）で考えると元々15・16 日は「仏（ブ

ツ）の口の開く日」と言われていた。仏教が伝来する前は土俗信仰（その土

地固有の自然や祖霊を崇拝する民間信仰）が一般的で、「地獄」の概念はなく、

「死者は祖霊になる」と考えられていた。仏教が伝来してから「地獄思想」

と結び付いて「初閻魔の日」と言われるようになった。「初閻魔の日」とは「閻

魔大王のお休みの日」。この日は、「あの世とこの世の入口に一時的に留まっ

ている祖霊（地獄に落ちた祖霊というわけではない）が帰ってくる日」と考

えられた。

鰻地区には、「鰻池」という火口湖があり、鰻温泉やスメなど硫黄の煮えた

ぎる場所がある。字名にも「地獄平・地蔵平・地蔵坂」があり、まさに「地

獄」を想像させる場所。なんと青森県にある日本三大霊場の「恐山」と雰囲

気が似ている（湖がある・温泉がある・本尊が地蔵菩薩）ことから、北には

恐山、南には鰻という面白い繋がりも感じられる。

「鰻地蔵堂」は、かつては観音堂であり、地蔵は「ガッドン屋敷」にあったと

いう。鰻の地蔵信仰は、少なくとも 700 年前の鎌倉時代にはあったと考えられ

る。鰻地蔵堂の向かいに建つ指宿市で最も古い「鰻地蔵板碑」には、梵字「地

蔵」が刻まれており、供養塔であることが分かる。明治の初め、鹿児島は日本

一「廃仏毀釈」が激しかったそうだが、鰻集落の人々が地蔵菩薩を隠し、守り

続けたという。

「ウナッメイ」とは、亡き人の霊を慰める古くからの行事でもあるが、お参

りする私たちの生き方も正す機会。この世にだって生き地獄はある。人は死（地

獄）を体験したり、考えたりすることで深く生きることができる。お参りした

後、集まった家族・親戚・友人・知人と話す楽しいひとときがとても大切。人々

は、お参りを通して明日を生きる希望を見出しているのかもしれない。








